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学校体育教育研究会 

部  長 大久保 和 則  

研究主任 山 室 諒 一  

部 員 数     ４８名  

『小学校部会』 

１ 研究主題 

「ともに学び合い、高め合う児童生徒の育成を図る体育学習」 

－教師と児童が安心して行うことのできる体育の授業を考える－ 

 

２ はじめに 

近年、新任や少経験者の教員などが増えてきた。また、体育が専門でない

教員も多くいる。そのため、体育の授業を進めるにあたり安全面への不安

や、指導内容のアイデアの不足などが課題となっている。安全に、効率的、

効果的に行えるような授業のアイデアを共有し、実践することで、少しでも

体育好きの児童が増えるような授業が展開できるのではないかと考えた。 

 

３ 研究経過 

低学年・中学年・高学年２グループの計４グループに分かれて実践・研修

を行い、それぞれの指導方法をアイデアシートという形式でまとめ、資料作

成を進めた（図１）。 

 

４ 研究の概要 

（１）低学年 

  ・走、跳の運動遊び    ・ボールゲーム  

（２）中学年 

  ・ソフトバレーボール ・タグラグビー 

  ・ティーボール    ・体つくり運動 

（３）高学年 

  ・ベースボール型   ・マット運動 

  ・水泳        ・表現運動 

★ 交換箱→29 教育研究会→学校体育教育 

研究会→R6→小学校アイデアシート 

 

５ 今後の課題 

今年度は、学年ごと分かれてアイデアシートを作成したが、他学年とのつ

ながりを意識した指導といった観点については検討の余地がある。また、ア

イデアシートをより活用しやすくするために、資料を整理しつつ、随時更

新・追加していくとともに、全体で共有していく。今後も小学校６年間、さ

らには、義務教育９年間を見据えた体育授業のあり方を探求していく。 

 

図１ アイデアシート  
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『中学校部会』 

１ 研究主題 

「ともに学び合い、高め合う児童生徒の育成を図る体育学習」 

―仲間との関わりのなかで、自ら課題解決に向けた取り組みができる生徒の育成― 

 

２ はじめに 

現在の子どもたちの特徴として、習得した知識・技能を上手く活用できな

い・伝えられない、運動の二極化傾向、体力低下などがある。体育の授業に

おいても、子どもたちの現状に応じて様々な指導方法や教具の工夫が進んで

いる。保健体育科の教員で、教具・教材の工夫などについて情報を共有する

ことで、安全に効果的な授業が展開できるのではないかと考えた。 

 

３ 研究経過 

新しい教材や安全面での指導が不安な教材について、指導経験がある教員

や専門種目で行っていた教員が指導者となり授業実践形式で研究を行った。 

 

４ 研究の概要（資料１） 

（１）アルティメット【ゴール型】 

   フライングディスクの基本的な操作やゲーム

展開について学んだ。また、フライングディス

クからボールに変更することで、操作性を上

げ、空間を作り出す動きをしやすくするなどの

工夫についても学んだ。 

（２）プレルボール【ネット型】 

仲間と連携する動きやスペースを狙うボール

操作が必要となることを学んだ。また、コート

の大きさやキャッチを入れるなどルールを工夫

することで、各学年、支援学級でも実践できる

教材であると学んだ。 

（３）剣道・柔道【武道】 

柔道では、安全に授業を行うために、受け身

の指導方法や２人１組での指導方法を学んだ。 

剣道では、武道を指導する上で大切にする礼

儀や、新聞紙を使った指導方法の工夫について

学んだ。 

 

５ 今後の課題 

今年度の実践を各校で指導する中で、さらに検討、改善を繰り返し、より生

徒の実態に適した指導が行えるように研究を続けていく。また、今年度の活動

では扱えなかった現場での不安や困りごとなどについては、次年度以降で検

討していく。愛知県は新体力テストの結果が全国的に見ても低いことから、体

力向上に向けても年間を通じて計画的に指導ができるようにしていく。 

資料１ 各実践の様子  


